
吉野川市では、団塊の世代が 75歳以上となる2025年を目処に、重度な要介護

状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることが

できるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される地域包括ケ

アシステムの構築の実現を目指した取り組みを進めています。

吉野川市在宅医療・介護連携推進事業

この事業は、平成２６年度から医療や介護を必要とする高齢者が、住み慣れた地

域で自分にあった暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、在宅医療と介

護を一体的に提供するために、医療機関と介護サービス事業所などの関係者の連携

を推進することを目的に活動しています。



在宅医療・介護連携推進事業の取り組み

地域の医療・介護の資源の把握

■市民向けの地域の在宅医療機関や介護サービス提供事業所の

リストをマップにしています。

■ケアマネジャー用の医療・介護の情報を整理した在宅医療

社会資源一覧表を作成しています。

在宅医療・介護連携の課題の抽出

■地域の医療・介護関係者等が参画する会議の開催として、在宅医療連携部会と医療介護連

携部会で在宅医療・介護連携の現状を把握し、課題の抽出、対応策の検討を行ってます。

在宅医療・介護連携に関する相談支援

■在宅医療、介護連携に関する相談窓口の設置・運営により、連携の取り組みを支援してい

ます。

◎吉野川市医師会訪問看護ステーション内に相談窓口を設置

電話 0883-22-3488 FAX 0883-22-3322

◎吉野川市長寿いきがい課

電話 0883-22-2264 FAX 0883-22-2260

地域住民への普及啓発

■地域住民を対象にした出前講座（公開講座）などの開催

公民館・集会所などで医療・介護の職員が出向き、「在宅医療・

在宅介護」について出前講座を開催。

ケーブルテレビ（ケーブルネットおえ・日本中央テレビ）で、医療・

介護の職員が「在宅医療・在宅介護」について公開講座を放送。

パンフレット、広報、ホームページなどを活用した、在宅医療・

在宅介護に関する情報の普及啓発。



医療・介護関係者の情報共有の支援

■連携ツール

①地域連携シート

・入院時情報提供シート

・透析療法情報連携シート

・暮らし支援連携シート

・オレンジ連携シート

・インスリン注射確認票

②連絡ノート（医療・介護関係者の情報共有）

③連携手引き（慢性腎不全・慢性心不全患者の支援）

医療・介護関係者の研修

地域の医療・介護関係者が研修会やグループワークなどを通じ、多職種連携の実際を習得

する研修の開催。介護職を対象とした医療関連の研修会の開催など。

お問い合わせ

長寿いきがい課 地域支援係

電話0883-22-2264 FAX0883-22-2260


